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特集 まちを守る消防団

　

火
災
や
自
然
災
害
発
生
、
そ
し
て
捜

索
活
動
時
に
、
活
躍
す
る
消
防
団
。
令

和
４
年
度
は
７
件
の
現
場
に
出
動
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
て
い
る
消
防
団
は
、

火
災
現
場
に
早
期
に
駆
け
つ
け
、
消
火

活
動
を
行
う
ほ
か
、
災
害
な
ど
に
備
え

て
日
々
、
訓
練
や
防
火
防
災
の
啓
発
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
そ
ん
な
消
防
団
の
日
々

の
活
動
や
、
町
内
消
防
団
員
の
声
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
消
防
団
と
は

　

多
く
の
場
合
、火
災
が
あ
っ
た
際
に
、

誰
よ
り
も
先
に
現
場
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
の
は
我
々
消
防
団
で
す
。
ま
た
、

災
害
が
起
こ
っ
た
際
は
、
１
人
暮
ら
し

の
住
民
や
、
足
腰
が
弱
っ
て
い
る
住
民

の
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
も
ま
た
、
地

域
住
民
や
消
防
団
で
す
。

　

有
事
の
際
に
、
地
域
の
た
め
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
消
防
団
で
す
が
、
備
え

が
な
く
て
は
、
む
し
ろ
、
逆
効
果
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
訓
練

は
も
と
よ
り
、広
域
消
防
署
や
警
察
署
、

地
域
住
民
と
の
連
携
や
情
報
交
換
が
大

変
重
要
で
す
。
事
が
起
き
て
か
ら
で
は

対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
常

日
頃
か
ら
火
災
や
災
害
に
備
え
、
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
活
動
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

が
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、
役
割
分
担

を
行
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
山
に
詳
し
い
場
合
や
、
登
山

が
趣
味
で
あ
る
場
合
は
、
山
岳
救
助
隊

に
所
属
す
る
な
ど
、
機
能
別
の
団
員
制

度
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
得
意
を
活
か
せ
る
よ
う
に

　

全
国
的
に
地
域
防
災
力
が
低
下
し
て

い
る
中
で
、
個
人
個
人
の
負
担
を
軽
減

し
つ
つ
、
防
災
力
を
維
持
で
き
る
よ
う

知
恵
と
工
夫
が
必
要
で
す
。
時
代
に
合

わ
せ
て
、
消
防
団
も
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
若
い
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
―
。」
皆
で
同
じ
方
向
を
向

い
て
い
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に

ほ
こ
ろ
び
が
で
ま
す
。
こ
れ
か
ら
を
担

う
世
代
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

も
、
意
見
が
あ
れ
ば
声
を
上
げ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
団

員
の
募
集
も
始
ま
り
ま
し
た
。
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
も
必
要
不
可
欠
に
な
る

た
め
、
ぜ
ひ
入
団
し
て
い
た
だ
き
、
と

も
に
地
域
の
た
め
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
に
つ
い
て

　
備
え
が
あ
っ
て
こ
そ

　
南
会
津
町
消
防
団　
団
長

　
　
　
　
　
　

星　
慶け

い
い
ち一　

さ
ん

ＳＡＶＥ ＭＹ ＴＯＷＮ

　

消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で

守
る
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
消
防
機
関
で

す
。

　

消
防
署
に
勤
務
す
る
広
域
消
防
職
員

と
違
い
、
消
防
団
員
は
普
段
、
会
社
員

や
自
営
業
者
と
し
て
働
い
て
お
り
、
地

域
で
火
災
が
発
生
し
た
際
な
ど
に
出
動

し
、
消
火
活
動
を
し
ま
す
。

　

消
火
活
動
以
外
に
も
、
災
害
に
備
え

た
訓
練
や
、
行
方
不
明
者
や
遭
難
者
が

発
生
し
た
場
合
は
捜
索
活
動
、
防
火
の

た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

まちを守る僕らのヒーロー

南会津町消防団の主な活動について

平
常
時
の
活
動

災
害
時
の
活
動

火災現場での活動を想定した訓練 （放水訓練等）
や、洪水等の災害を想定した水防訓練等も行って
います。また、各地域で開催される防災訓練にも
参加。地域住民との連携を確認し、有事の際に
備えています。

消火 ・ 防災訓練

防火啓発活動
夜警巡視、山火事予防パレード、高齢者世帯巡
回指導を行っています。

火災発生時には、自宅や職場から現場に駆けつけ
ます。消火活動や後方支援など、その場に応じた
活動を行います。

消火活動

遭難者が発生した場合や、災害発生時に地域をよ
く知っている立場から、他機関と連携をとって捜索
救助活動、避難誘導を行います。

捜索 ・ 救助活動

台風などの風水害の際は、河川の水位警戒、土の
う積みのほか、排水などに迅速に対応します。

水防活動
１・２月 ３・４月 ５・６月 ７・８月 9・10月 11・12月

南会津町消防団の主な年間活動　※年度によって変更あり

➊

➊ 出初式➊ 出初式

❸

❸ 春季非常招集訓練❸ 春季非常招集訓練

❹ 検閲式❹ 検閲式

❹

❺

❺ 水防訓練❺ 水防訓練

❼ 秋季非常招集訓練❼ 秋季非常招集訓練

❽❻

❼

❻ 防災訓練❻ 防災訓練

❽ 団員教育❽ 団員教育

南会津町消防団

➋ 文化財防火訓練➋ 文化財防火訓練

➋
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特集 まちを守る消防団

普段、南会津消防団員として活動するお二人に、入団したきっかけや、それぞれの分団での
活動、団員としての思いをインタビューしました。

消防団員　       
     Interview

第２支団 
  第３分団
　 第５部   団員

月田  祥
よしひろ

拓 さん
29歳　6年目

Ｑ消防団に入団したきっか
　けは？

　大学卒業後、Uターン就職をした
タイミングで、入団を希望している知
り合いに誘われ入団することにしまし
た。
　また、高校卒業まで過ごしてきた
地元に何らかの形で貢献したいとい
う思いもありました。

地域の繋がりをつくる場に
Ｑ入団して良かったことは

　地域の方 と々の繋がりができたこ
とです。消防団に入っていなければ、
ほとんど話すことがなかったであろ
う人とも、挨拶を交わしたり、世間話
をするようになりました。その繋がり
が仕事や地区行事、様々な場面で活
きています。

Ｑ仕事との両立は大変では
　ないですか？

　消防団と聞くと、様々な訓練や出
動指令が強制的にあって大変だとい
うイメージがあるかもしれませんが、
強制されることはありません。
　仕事柄、忙しい時期になると消防
団の活動には参加できないことが
多くなりますが、そんな時は、ほか

Ｑ入団を考えている方へ

　入団して良かったことでも話したよ
うに、地域との繋がりをつくることが
できるコミュニティの１つだと思いま
す。多様な年代や職業の方がいて、
火災や防災に関する知識や技術だけ
でなく、様々なことを学ぶことができ
ます。
　消防団は誰でも、自分の年齢や立
場でできることがあります。自分の地
域を自分達で守りたいという思いがあ
れば、気軽に入団して頂いても損は
ないと思います。

の団員がフォローしてくれます。です
ので、無理なく活動に参加できてい
ますし、大きな負担に感じることは
ありません。

第１支団 
  第１分団
　 第４部  団員

江黒  佳
よしつぐ

嗣 さん
36歳　７年目

Ｑ消防団に入団したきっか
　けは？

　私は東京都の出身で、自然豊かな
この地域に惹かれ、就職を機に移住
してきました。
　以前から消防団の存在は知ってい
たが、移住者の私が参加していいも
のか迷っていました。
　また、組内の組長になった時に、
周りの方々に支えられていることを
改めて実感し、何か恩返しができな
いかと考えていました。そんな時に、
地元の方からお誘いを受け、入団を
決めました。

Ｑ消防団入団前のイメージ
　と違った点は？

　休日に訓練があったり、上下関係が
厳しかったりと、正直、面倒くさいイ
メージがありました。
　しかし、実際入団してみると、印象
は180度変わりました。人にも恵まれ
たという点もありますが、見ず知らず
の私にでも、優しく接してくださり、
すんなりなじむことができました。今
では、コロナ禍で思うように活動が
できなかったり、集まる機会が減って
しまい、少し寂しく思ってしまうほど
に、消防団の虜になってしまいました。
　また、移住してきたため、友達や
知り合いが限られていましたが、交
友関係が広がるきっかけにもなりま
した。

自分たちが住む地域だから

Ｑ入団を考えている方へ

　消防団は、気さくで優しい方ばか
りなので、怖がらずに入団してほしい
と思います。
　自分たちが住む地域だからこそ、
広域消防の皆さんなどに任せるので
はなく、自分たちができることを。
　地域の一員として、家族はもちろん
のこと住民のために、一緒に活動し
てみませんか。

消消 員員防防 団団
募 集！！募 集！！

　火災の鎮圧や災害時の人命救助、平時は地域防災力の向上等に協力していただく消防団員を募集しています。
　地域に貢献したい人、防災を学びそして実践したい人、何か新しいことを始めたい人などをお待ちしています。
　入団を希望される場合は、下記の問合せか地域の消防団員にご相談ください。

　◆南会津町内に居住している方、または勤務している方　　◆年齢が18歳以上の方

入団資格

　消防団員は、非常勤特別職の地方公務員となり、さまざまな処遇を受けることができます。

◆消防団員としての年額報酬や、各種活動に出動した際の手当が支給されます。
　・年額報酬 36,500円 （団員の場合）　・訓練・礼式出動 4,200円 （４時間を超えないときは半額）
　・災害出動 8,000円　・遭難救助出動　10,000円 （町外者の場合）
◆一定期間、消防団員として活動し退団した際に、退職報償金が支給されます。
　　（例）団員で５年以上勤務した場合　20万円
◆消防団活動中の負傷や事故の場合の補償制度があります。
◆消防団活動に必要な活動服や長靴などの被服が貸与されます。
◆職務にあたって功労・功績があった場合は表彰されます。

消防団員の処遇

南会津町 LINE・登録メール

　町では、重要なお知らせを
文字で確認いただけるよう、
LINE メッセージと登録制メール
で防災情報等を配信しています。

LINE登録
　　コチラから▶

メール登録
　　コチラから▶

【問合せ】
 住民生活課  消防交通係 

電話  0241-62-6120
 舘岩総合支所  町民課  総務係 

電話  0241-78-3320
 伊南総合支所  町民課  総務係 

電話  0241-76-7711
 南郷総合支所  町民課  総務課 

電話  0241-72-2111

９月18日、青柳区では広域消防署の方を
講師に迎え、消防団と地域住民が連携
しての消火 ・防災訓練を行いました。
皆さんも日頃から災害に備えましょう。

防災トピック防災トピック


